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❶
生
物
多
様
性
の
復
元

　

赤
谷
の
森
に
は
、
地
形
・
地
質
・
気
候
な

ど
に
応
じ
て
様
々
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育

し
て
い
ま
す
。
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

こ
れ
ら
森
林
生
態
系
の
保
全
や
復
元
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

群馬県沼田市鍛治町３９２３－１

７８，１０８ha
うち森林面積   　７３，８５０ha
うち国有林面積   ５６，６６４ha

群馬県みなかみ町

自然林への復元

管内概要

　赤谷森林ふれあい推進センターは、関東森林管理
局利根沼田森林管理署が管理する国有林のうち、約
１万haを占める「赤谷の森」を主な活動区域として
います。赤谷の森は、谷川連峰の仙ノ倉山（２，０２６ｍ）
や平標山（１，９８３m）から群馬県側を見下ろす形で
広がっており、その一部は上信越高原国立公園や緑
の回廊・三国線の区域となっています。当センター
は、地域住民や自然保護団体等の関係者と連携し、
多種多様な動植物が生息・生育する自然豊かな環境
の保全や、伐採された木材を提供して地域の暮らし
の発展に貢献する様々な取組を行っています。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
群
馬
県
み
な
か

み
町
北
部
、
新
潟
県
と
の
県
境
に
広
が
る

「
赤
谷
の
森
」
を
舞
台
と
し
て
、
地
域
住
民
で

組
織
す
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議

会
、
公
益
財
団
法
人
日
本
自
然
保
護
協
会
、

関
東
森
林
管
理
局
（
赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
）
の
３
つ
の
セ
ク
タ
ー
の

協
働
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
の
復
元
、
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
取
組
で
す
。

今
年
度
で
２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
の

一
端
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、「
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
20
周
年
記

念
報
告
会
」
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
赤
谷
の
森
の
国
有
林
約
１
万
ha

の
う
ち
、
約
２
，
８
０
０
ha
を
占
め
る
人
工
林

を
自
然
林
へ
復
元
す
る
た
め
、
人
工
林
の
伐
採

を
進
め
、
光
環
境
や
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

で
周
辺
の
自
然
林
の
多
様
な
広
葉
樹
を
誘
導

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
度
の
調
査
で
、

●
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今
後
の
展
開

カスタネットの販売

狩りをするイヌワシ イヌワシの狩場創出

森林環境教育

カスタネットへの加工

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
２
つ
の
目

標
（
生
物
多
様
性
の
復
元
と
持
続
的
な
地
域

づ
く
り
）
は
、
未
だ
道
半
ば
で
す
。
今
後
も

取
組
に
賛
同
い
た
だ
け
る
多
く
の
皆
様
は
も

と
よ
り
、
地
元
み
な
か
み
町
や
地
域
住
民
の

皆
様
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
周
年
記
念
報
告
会

　

２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）２
月
３
日（
土
）

に
み
な
か
み
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
周
年
記
念
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
年

間
の
取
組
を
概
観
し
た
後
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
kanto/kanto/akaya_fc/new

s/
20thanniversary.htm

l

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
周
年

❷
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

　

赤
谷
の
森
を
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
な
ど
一

般
の
方
を
対
象
に
、
森
林
環
境
を
活
か
し
た

体
験
学
習
や
自
然
散
策
の
場
を
提
供
し
た

り
、
狩
場
創
出
の
た
め
に
伐
採
し
た
サ
ク
ラ

や
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
材
を
有
効
活
用
し
、

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
に
加
工
し
て
販
売
す
る
な
ど

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
持
続

的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

赤
谷
の
森
の
か
つ
て
の
人
工
林
の
約
３
割
が

既
に
広
葉
樹
を
主
体
と
す
る
自
然
林
に
置
き

換
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
希
少
猛
禽
類
で
あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
の

生
息
数
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
狩
場
と
な
る

開
放
空
間
を
創
出
す
る
伐
採
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
伐
採
箇
所
は
計
約
６
ha

と
な
り
、
取
組
開
始
か
ら
約
10
年
間
で
、

イ
ヌ
ワ
シ
の
繁
殖
に
３
回
成
功
し
て
い
ま
す
。

カスタネットへの加工

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
周
年

ク
ト
が
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
て
始
ま
っ

た
「
み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
や

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
連
携
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
規
模

林
業
家
や
自
然
ガ
イ
ド
な
ど
地
元
の
方
々
か

ら
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
期
待
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
森
林
環
境
が
も

た
ら
す
恩
恵
と
自
然
環
境
の
維
持
が
、
地
域

の
暮
ら
し
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

赤
谷
の
森
の
取
組
や
成
果
は
、広
報
誌
「
赤

谷
の
森
だ
よ
り
20
周
年
記
念
号
」
に
て
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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